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高校生のための食育推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠　原　賀　子
　
　　実施期間：平成26年₄月₁日～平成29年₃月31日　
　　担当教員：笠原賀子、山田英明、山口光枝　
　　連携機関：山形県教育庁スポーツ保健課　
１．はじめに　	
　近年、幼稚園、保育所をはじめ小中学校における食育の推進は著しいが、高校生のため
の食育推進は未だ十分とは言い難い。そこで、高校生が自立した食を営む能力を身につけ
るための食育を推進する一助とするために、山形県内の県立高校 4 校（村山産業高校・天
童高校・長井高校・霞城学園高校、以下M校・T 校・N 校・K校）に在籍する生徒 677 名
の健康・食と生活について調査を実施した。
　　⑴　高校生のための食育推進事業計画　	
　　①　平成26年度　食育推進協力校の決定
　　　　　　　　　　調査票（一部抜粋：資料１）の作成、準備
　　②　平成27年度　調査の実施と高校別結果説明会の開催
　　　　　　　　　　高校生に対する個票の報告、高校生を対象とした栄養教育
　　　　　　　　　　クリアファイルの作成と配布
　　③　平成28年度　調査のまとめと発表
　　⑵　高校生のための食育推進事業の内容　	
　　①　調査の実施
　　　　　平成27年 6 月、各高校の状況にあわせて、M 校：1年生183名、Ｔ校：2・3年
　　　　生99名、Ｎ校：3年生187名、Ｋ校：1 ～ 4年生208名、計677名を対象に、　調査を実
　　　　施した。
　　②　第 1 回高校生のための食育の実施
　　　　　Ｋ　校：平成27年 6 月26日（金）
　　　　　対　象：₁～ 4 年生208名、教職員
　　　　　テーマ：高校生ウルトラクイズ in 霞城（一部抜粋：資料₂）
　　　　　担　当：〇山口光枝、山田英明
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　　③　高校別結果説明会
　　　　　調査結果の概要について、関係教職員を対象に高校別の説明会を開催した。
　　　　　			　第 1 回　　　Ｎ校：平成27年 8 月20日（木）
　　　　　			　第 2 ・ 3 回		 Ｔ校およびK校：平成27年 8 月21日（金）
　　　　　　　第 4 回　			　Ｍ校：平成27年 8 月26日（水）
　　　　　
　　　　　あわせて、佐々木式簡易型自記式食事歴法質問票 BDHQ15y による栄養素等摂
　　　　取状況について、信号の色で示された結果の個票（資料 ₃）を高校生一人一人に
　　　　返却した。
　　④　第 2 回高校生のための食育の実施
　　　　　Ｔ　校：平成27年 8 月21日（金）
　　　　　対　象： 2 年生15名、₃年生15名の計30名　　　
　　　　　　　　　教職員 3 名
　　　　　テーマ：未来に向かって豊かな食生活を！
　　　　　担　当：〇笠原賀子、山田英明、山口光枝
　　⑤　クリアファイルの作成
　　　山形県教育庁スポーツ保健課の募集した
　　ポスターのうち、Ｔ校の生徒の作品「野菜
　　を食べよう」をクリアファイルに印刷して
　　作成し、調査協力校の生徒及び教職員に配
　　布した。
２．経　　過
　　⑴　地域連携・研究推進センター平成27年度共同研究成果（状況）報告会
　　　調査内容及び調査結果の概要については、平成28年 8 月 4 日（木）に開催された、
　　本報告会にて発表した（資料 ₄）。
			　⑵　第63回日本栄養改善学会学術総会（平成28年 9 月 7 日～ 9 日、於青森市）
　　　平成26年度から平成28年度の₃か年にわたり取り組んだ成果を、本学会にて発表し
　　た。
　　　①　山形県内高校生の健康・食と生活（第 1 報）3Cp-11
　　　②　山形県内高校生の健康・食と生活（第 2 報）3Cp-12
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３．ま と め
　本事業を通して、山形県内高校生の健康・食と生活に関する実態を明らかにすることが
できた。生活時間の乱れや、パソコン・スマホ等の長時間にわたる使用ならびに栄養素等
摂取量の過不足の問題、それと不定愁訴の関係等から、高校別や男女別の特性等、高校生
一人ひとりに合わせたきめ細かな食育を実施する必要性が示唆された。
　今後は、一層の高校生のための食育の普及啓発に努めることが課題である。
− 8−
皆さんの生活に関する調査 
この調査は、皆さんが普段どのような生活をしているかを知り、健康的な
生活のありかたを考えるための資料とするものです。それ以外の目的には使
用しませんし、個人を特定することはありませんので、ありのままのことを
正確に答えてください。 
それぞれの質問に対する回答は、この質問用紙とは別に用意している「マ
ークシート」に記入していただきます。四角で囲んだ枠の中から該当する答
えを 1つ（「複数選んでも良い」と書いてあるところはいくつか）選んで、鉛
筆ではっきり分かるように塗りつぶしてください。 
問 解 答 欄 
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ● ⑧ ⑨ ○0  
2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ● 
３ ① ② ③ ④ ⑤ ● ⑦ ⑧ ⑨ ○0  
４ ① ● ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ○0  
８ ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ○0  
９ ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ○0  
平成 27年 6月 
山形県教育庁スポーツ保健課・山形県立米沢栄養大学 
身長 
1m70cmなら 
体重 62kgなら 
記入例 
 
一人暮らしなら 
通学に電車とバスを
使っているなら 
資料 1　調査票（一部抜粋）
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まず、あなた自身のことについてお答えください。
１．身 長（10の位の数字、１m●△cmの●） 
① １  ② ２  ③ ３  ④ ４  ⑤ ５  ⑥ ６  ⑦ ７  ⑧ ８  ⑨ ９  ⓪ ０ 
 
２．身 長（1の位の数字、１m○▲cmの▲） 
① １  ② ２  ③ ３  ④ ４  ⑤ ５  ⑥ ６  ⑦ ７  ⑧ ８  ⑨ ９  ⓪ ０ 
 
３．体 重（10の位の数字、●△kgの●） 
① １  ② ２  ③ ３  ④ ４  ⑤ ５  ⑥ ６  ⑦ ７  ⑧ ８  ⑨ ９  ⓪ ０ 
 
４．体 重（1の位の数字、〇▲kgの▲） 
① １  ② ２  ③ ３  ④ ４  ⑤ ５  ⑥ ６  ⑦ ７  ⑧ ８  ⑨ ９  ⓪ ０ 
 
Ⅰ．普段の生活習慣についてお聞きします。 
 
Ⅱ．健康への意識や態度についてお聞きします。 
 
Ⅲ．あなたの生活リズムについてお聞きします。 
３７～４６の質問で最近の1 ヶ月くらいのあなたの行動に最もあてはまるものを１つ選ん
でください． 
Ⅳ．普段よく自覚している様々な症状についてお聞きします。 
 
Ⅴ．食事の状況についてお聞きします。 
Ⅵ．山形県の郷土食についてお伺いします。 
Ⅶ．食品の主な働きについてお聞きします。 
Ⅷ．あなた自身が感じていることについてお聞きします。 
質問は以上です。 
ご協力ありがとうございました。 
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資料 ₂　第 1 回高校生のための食育（プレゼン：一部抜粋）
高校生ウルトラクイズ
グループで相談して
正解を出そう！
in霞城
第１問（○か× どっち？）
かごの中の野菜を見てください。
成人が1日に食べてほしい野菜の量
はこれぐらいである。
第２問（ ○か× どっち？）
山形県民は、第１問の答えで紹介
した野菜の量 350gを食べている。
第６問（ ○か× どっち？）
100g 中のカルシウムが一番多い野菜は
ほうれん草である。
骨を強くするカルシウムは、牛乳や乳製品
などに多く含まれていることが知られてい
ますが、野菜の中にもたくさん含んでいる
ものがあります。
第４問（ ○か× どっち？）
山形の野菜で有名な小野川豆もやし
は、冬に栽培される。
第８問（ ○か× どっち？）
朝食を食べないと、ダイエットに
なる。
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資料 3　信号の色で示された結果の個票（BDHQ による）
米沢 太郎 
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背 景 と 目 的
近年，幼稚園，保育所をはじめ小中学校における食育の推進は著しいが，
高校生のための食育推進は未だ十分とは言い難い。
本研究では，高校生が自立した食を営む能力を身につけるための食育を推進する
一助とすることを目的として，調査を実施した。
乳幼児 小・中学生 高校 短大・大学 アスリー ト 成人・患者 高齢者
口頭発表
（題） 10 15 2 20 9 25 5
示説発表
（題） 20 21 7 41 15 20 0
計
（題） 30 36 9 61 24 45 5
栄養教育・食育分野の発表演題数
参考：平成２７年日本栄養改善学会学術総会要旨集
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調 査 方 法
実施時期：平成27年6月
調査対象：山形県内の県立高校4校（平成27年度山形県食育推進校）に在籍する生徒677名
※山形県教育庁の「高校生のための食育推進事業」の一環として実施
調査項目A
１．身長、体重（自己記入）
２．生活環境（同居家族，通学方法など）
３．生活習慣（起床・就寝時刻，朝食摂取の有無など）
４．生活に対する意識
５．健康への自己評価（不定愁訴：だるさ感，ねむい感，不安定感，不快感，ぼやけ感）
６．自尊感情 など
調査項目B
１．栄養素等摂取量（佐々木式簡易型自記式食事歴法質問票BDHQ15y）
解析：SPSS.Ver.22.0（IBM社）
倫理審査：山形県米沢栄養大学倫理委員会
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資料 ₄　調査内容及び調査結果の概要
平成27年度地域連携・研究推進センター共同研究報告会
高校生のための食育推進事業
～山形県内高校生の健康・食と生活～
笠原賀子 山田英明 山口光枝
1
本発表に関連し，開示すべきCOIはありません。
平成28年8月4日（木）１５：３５～１５：４５
米 沢 栄 養 大 学 D301教室
連携機関：山形県教育庁スポーツ保健課
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Ｍ校
男子 119名
女子 64名
計 183名
農業科，商業科，機械科
を持つ専門性の高い高校
調査対象校の所在地と回答人数、特色
Ｋ校
男子 81名
女子 127名
計 208名
3部で構成される定時制
高校
Ｔ校
男子 40名
女子 59名
計 99名
普通高校
Ｎ校
男子 94名
女子 93名
計 187名
普通高校
米沢栄養大学
4
BMI(kg/m2 ) 男子 女子
全体 22.0 ±12.3 21.1 ± 3.2
Ｍ校 21.3 ± 3.7 21.0 ± 3.1
Ｔ校 21.9 ± 1.8 21.3 ± 3.2
Ｎ校 21.3 ± 2.8 21.0 ± 2.2
Ｋ校 23.8 ±34.4 21.1 ± 3.9
p 値 0.48 0.96
属 性
体重(kg) 男子 女子
全体 63.2 ±33.8 52.5 ± 8.5
Ｍ校 61.0 ± 1.8 52.1 ± 8.3
Ｔ校 63.0 ± 6.8 51.7 ± 9.2
Ｎ校 61.1 ± 9.1 53.1 ± 7.0
Ｋ校 69.2 ± 66.5 52.6 ± 9.3
p 値 0.33 0.78
身長(cm) 男子 女子
全体 169.3 ± 6.2 157.3 ± 5.9
Ｍ校 169.0 ± 6.8 157.4 ± 5.5
Ｔ校 169.6 ± 5.6 155.6 ± 5.3
Ｎ校 169.2 ± 5.8 158.7 ± 5.3
Ｋ校 169.7 ± 6.1 157.1 ± 6.6
p 値 0.87 0.013
平均値±標準偏差， 一元配置分析
5
年齢(歳) 男子 女子
全体 16.0 ± 1.0 16.4 ± 1.4
Ｍ校 15.3 ± 0.4 15.3 ± 0.4 
Ｔ校 16.3 ± 1.0 16.6 ± 0.9
Ｎ校 16.3 ± 0.5 16.1 ± 0.4
Ｋ校 16.7 ± 1.3 17.0 ± 2.0
p 値 0.00 0.00
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項 目 結 果
学
校
別
生活時間
就寝時刻 23時以降が全体の約7割。特に，定時制は午前0時以降が約7割。
起床時刻 定時制以外は 6 時台が約半数。定時制は時刻のばらつき有。
睡眠時間 6時間以上が約6割。普通高校では約半数が6時間未満。
テレビの視聴時間 1～2時間が約4割（最多）。普通高校では2時間未満が約9割。
パソコン・スマホ等の使用時間 1～2時間が3 割強（最多）。定時制は4時間以上が約半数。
生活習慣
運動回数 定時制以外は高頻度で運動。定時制は運動をほとんどしないが約4割。
朝食摂取頻度 学校間差有。特に，定時制では他の3校と異なった人数分布。
不定愁訴 自覚症状の数による分類 定時制以外の分布に差は無。定時制に自覚症状多。
自尊感情 普通高校で肯定的。専門性の高い高校と定時制高校は低。
男
女
別
栄養素等摂取量 男子は推定エネルギー必要量＜摂取エネルギー量，女子は推定エネルギー必要量＞摂取エネルギー量。男女で全く逆。
不定愁訴数（多い群・中間群・少ない群）の
違いによる栄養素等摂取量の傾向
男子は、不定愁訴数が多くなるほど，たんぱく質，脂質，ショ糖，ビタミ
ンB群，脂溶性ビタミン，ミネラル類等の摂取量が高い傾向。
女子は逆に，不定愁訴数が多くなるほど，エネルギー，たんぱく質，動
物性脂質，炭水化物，ビタミンB群，脂溶性ビタミン，ミネラル類，総食
物繊維の摂取量が低い傾向。
結 果 の 概 要
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• 謝辞
本研究にご協力いただきました県内4校の高校生の皆様，
ならびに，各高校の先生方に深謝いたします。
また，本研究の実施に関し，助成を頂きました
地域連携・研究推進センターに
御礼申し上げます。
ご清聴ありがとうございました
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高校生一人ひとり，ならびに，各高校や男女の特性に合わせた，きめ細か
な食育推進のあり方についての検討
作成したクリアファイルを用いた，高校生のための食育推進の普及啓発
学会発表
第６３回日本栄養改善学会学術総会（平成28年9月7日～9日、於青森）
・山形県内高校生の健康・食と生活（第1報）
山口光枝１）、山田英明１）、小関真理子２）、笠原賀子１）
１）山形県立米沢栄養大学２）山形県教育庁スポーツ保健課
・山形県内高校生の健康・食と生活（第２報）
山田英明１）、山口光枝１）、小関真理子２）、笠原賀子１）
１）山形県立米沢栄養大学２）山形県教育庁スポーツ保健課
7
今 後 に 向 け て
